
No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

1 コミュニケーション論 1 1

「コミュニケーション」という言葉は日常的に用いられ、特に近年は”コミュニケー

ション能力”とされるものが社会の中で重要視されます。本科目では、私たちが日常何

気なく行っている「コミュニケーション」について心理学的視点から学びます。さら

に、これらの学びを通し、「よりよいコミュニケーション」とはどのようなものかを

考えていきます。 

本科目は臨床心理士としての実務経験を有する教員が授業を行う。

2 スポーツ・健康科学 1 1

医療従事者になることへの意識づけとして、他者との情報共有や確認作業、相互理解

を図るための手段であるコミュニケーション能力をチームスポーツを通して身につけ

ることを目的とする。また、障がい者スポーツやユニバーサルスポーツを体験するこ

とにより、障害の有無や年齢に関係なく、誰でも参加できるスポーツの意義や特性を

学び、理解を深める。 

本授業では、PC、タブレット端末を活用したグループディスカッション、また小テス

トの受験や課題提出などICTを活用した双方向授業、またプレゼンテーションによる競

技紹介、グループディスカッションを通じて自己表現能力を育てる初年次教育を実施

する。一部の授業を遠隔授業で実施する場合もある。 

中等教育機関において保健体育科の実務経験を有する教員が授業を行う。

3 運動学１ 1 1

理学療法・作業療法の目的は、患者の活動障害の改善である。 

1Gの地球環境下で皆さんは活動課題 (寝返り、起き上がり、座位保持、立ち上がり、

歩行そして日常生活活動) を達成している。患者さんにとって、これらの活動課題が難

しいのは、何故なのか。 

運動 (活動) を関節の動き、それを作り出す筋活動や重力、そして制御する神経系も含

め、ヒトの動きがどのように達成されるのかを患者事例を含めて説明する。 

なお、本大学リハビリテーション部において実務経験を有する教員が授業を行う。 

遠隔授業で実施する。

4 人間発達学 1 1

ヒトの発達について学習する。 

脳性麻痺を中心とした発達障害の概念を知り、その評価および治療について説明す

る。 

発達に関連する小児疾患とその治療およびリハビリテーションについて説明する。 

なお、本大学病院リハビリテーション科において、医師の実務経験を有する教員が授

業を行う。 

タブレット端末を活用した双方向性型授業を実施する。 

本年度は新型コロナウイルス拡大防止をうけ、遠隔授業で実施する。

5 臨床心理学 1 1

人は生きている中で様々な問題にぶつかる。すぐに解決できる問題もあれば自分だけ

では思うように解決に至らない問題もある。 

臨床心理学は、そういった個々が抱える問題とどう向き合うか、問題を抱えながらど

う生きていくかなど、心理的な問題の解決や改善援助を目標としている。 

この講義では、心理臨床の理論、検査、技術などを用いて こころの問題を測定、理解

し、介入援助を行う方法について概説し、臨床心理学の基礎的知識の習得を目標とす

る。 

タブレット端末を活用した双方向性型授業を実施する。 

医療機関等において心理師としての実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は新型コロナウイルス拡大防止をうけ、遠隔授業で実施する。
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6 臨床栄養学 1 1

私達の身体は数多くの物質から成り立っており、それらがひとつとして無駄もなく栄

養素の代謝を繰り返して生命活動を維持している。さまざまな疾患はその代謝活動に

何らかの支障をきたした結果、引き起こされるものであり、その前提となる正常な栄

養代謝を理解する必要がある。「栄養学」は、健康を維持・増進するために欠かせな

い学問であり、近年、対象者の栄養状態や代謝能力など把握し，適切なリハビリテー

ションを実施する重要性が見直されている。そのためにも，栄養学の基礎を学び，リ

ハビリテーションが関わる分野・疾患に対応した栄養・代謝，その予防と治療につい

て知識を習得させることを目標に講義をする。また、タブレット端末を活用した双方

向性型授業を実施する。なお、本大学病院臨床検査部において臨床検査技師の実務経

験を有する教員が授業を行う。

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

7 基礎情報処理学 1 1

情報リテラシー教育に対応している。具体的には以下の通りである。

学修において情報通信技術（ICT）を有効に活用するための能力（情報リテラシー）が

身につくよう、講義演習を行う。特に、コンピュータの仕組み、メールや情報検索な

どインターネットや図書館の利用方法、情報倫理やモラル教育、情報処理やその情報

整理法として文書作成ソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフトの使い方な

どについて講義し、多様な情報の収集および分析、レポート作成やプレゼンテーショ

ン資料作成など情報のアウトプットに関する能力が身につくよう、あわせて演習を行

う。

本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する理学療法士が講義・演習

を担当する。

タブレット端末を活用した双方向性型授業を実施する。

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

本科目は、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）における教育プログラムの一部を担う。

8 理学療法概論 1 1

本科目では、理学療法の歴史、定義、理論、プロセス、具体的手段、また理学療法に

関わる社会的制度、その他の基本的知識について講義する。なお、本大学病院リハビ

リテーション部において実務経験を有する理学療法士が授業を担当する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

9 作業療法概論 1 1

1) 作業療法の歴史、作業療法の核となる理論を説明する。 

2) 現在、日本国内で実践されている代表的な作業療法について説明する。 

3) 作業療法の事例を説明する。 

4) 障害をおって生きている方の人生について説明する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する作業療法士が授業

を担当する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

10 検査・測定論１ 1 1

検査・測定論1では、理学療法における評価の目的とその具体的な検査方法について講

義を行う。具体的には、理学療法評価総論、医療面接、形態計測、関節可動域測定

(ROM-T)、徒手筋力テスト(MMT)を行う。 

タブレット端末等を用いた双方向授業を行うこともある。講義中には、知識の定着を

確認するために小テストを行う。 

講義は、本大学病院リハビリテーション部などにおいて実務経験を有する理学療法士

が担当する。 

講義は対面で行う。新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施

する場合もある。
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11 検査・測定論２ 1 1

理学療法における評価の目的とその具体的な検査・測定方法について講義を行う。具

体的には、整形外科的検査、知覚検査、反射検査、協調性検査、筋緊張検査、片麻痺

運動機能検査、高次脳機能検査、脳神経検査、呼吸循環機能検査、レントゲン・

CT/MRI・エコー等の画像検査、日常生活活動動作の自立度などについて説明する。一

部、学生同士のディスカッションを含む。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員

が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

12 客観的臨床能力演習１ 1 1

臨床上必要な知識・技術・態度（特に態度）について、講義内容に記された項目につ

いて講義・演習する。学生同士の小グループ（模擬患者役、療法士役、実施内容確認

役）に分かれ、各自に対し実技試験を実施する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において、理学療法士・作業療法士の実務経

験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

13 理学療法治療学４－整形１ 1 1

代表的な整形外科疾患の基本的な病態を説明し、その理学療法の目的と評価法につい

て講義する。具体的には、機能解剖学に基づく評価と単純X線像の読み方、および疾患

別の理学療法治療を中心に講義する。 

代表的な整形外科疾患として、骨折、変形性股・膝関節症、脊椎疾患などを取り上げ

て理学療法の実際を説明する。なお、本大学病院リハビリテーション部において、理

学療法士の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は新型コロナウイルス拡大防止をうけ、遠隔授業で実施する。 

タブレット端末等を活用した双方向授業を実施する。

14 物理療法学 1 1

本講義は理学療法における物理療法の位置づけ、各物理療法についての生理学的作

用、適応疾患と禁忌、注意事項について講義する。 

また、次年度に行われる物理療法実習で実際に各物理療法を行うための基礎的な知識

を習得する。なお、本大学病院リハビリテーション部において、理学療法士の実務経

験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

15 社会福祉学 1 1

社会福祉は、生活上なくてはならない社会制度を背景とした対人相談援助で、主に社

会的弱者を対象とする。リハビリテーションとのつながりも深く、保健・医療・福祉

領域では専門職の連携協働が求められる。本講義の目的は、社会福祉における概念、

歴史、制度、課題および相談援助の考え方について学び、ソーシャルワーカーなど社

会福祉専門職の役割を理解すること、さらに、リハビリテーション専門職としての認

識を高めることである。また、相談援助技術について学ぶことにより、リハビリテー

ションに従事する上で必要な分析技法を身につけるための一歩となる講義内容を含ん

でいる。 

理学療法士の実務経験を有する教員が授業を行い、一部の講義は障害者福祉施設に勤

務する障害当事者および高齢者福祉施設の相談員が授業を行う。 

この講義ではICTを活用する。 

この講義では、初年度教育として提出物の期限遵守をサポートし、その成果を評価す

る。 

本年度は対面授業を基本とするが、一部遠隔授業を実施する予定である。
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16 レクリエーション・セラピー 1 1

理学療法専攻・作業療法専攻 合同で行う。 

医療・保健・福祉の中で活用されるレクリエーションについて、概念と意義を学ぶ。 

対象者に合わせたレクリエーションプログラムの立案方法や運営について学ぶ。 

本学科において作業療法士の実務経験を有する教員が講義を行う。 

遠隔授業で一部実施する。

17 基礎臨床見学実習 1 1

病院（あるいは他の施設）での組織機構を知り、多種多様な専門職に接することを通

して、チーム医療やリハビリテーションにおける理学療法士・作業療法士の役割と機

能を学び、理学療法士・作業療法士としての資質を考える機会を持つ。 

高齢者や障害者の生活を支援する製品やサービスを学ぶために、国際福祉健康産業展

への参加や藤田医科大学病院の見学、PBLを行う。 

なお、本学大学病院リハビリテーション部において理学療法士、作業療法士、言語聴

覚士の実務経験を有する教員が授業を担当する。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

18 運動学２ 2 1

理学療法・作業療法の目的は、患者の活動障害の改善である。 

1Gの地球環境下で皆さんは活動課題 (寝返り、起き上がり、座位保持、立ち上がり、

歩行そして日常生活活動) を達成している。患者さんにとって、これらの活動課題が難

しいのは、何故なのか。 

運動 (活動) を関節の動き、それを作り出す筋活動や重力、そして制御する神経系も含

め、ヒトの動きがどのように達成されるのかを患者事例を含めて説明する。 

なお、本大学リハビリテーション部において実務経験を有する教員が授業を行う。 

タブレット端末を活用した双方向性型授業を遠隔授業で実施する。

19 運動学実習 2 1

身体運動に関する実データを中心に多様なデータを分析し、これらを解釈する実践的

過程を通じて、データを利活用するための技術、およびデータリテラシーを身につけ

る。分析結果とその解釈を発表するグループワーク等を行うことでヒト身体運動に関

する基礎的理解を深めるとともに、データのまとめ方、プレゼンテーション技術につ

いて、タブレット端末を活用した双方向授業を通じて学ぶ。なお、本大学病院リハビ

リテーション部において理学療法士・作業療法士の実務経験を有する教員が授業を行

う。本年度は対面形式にて行うが、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。 

本科目は、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）における教育プログラムの一部を担う。

20 老年学 2 1

人口の高齢化、老年学と老年医学の概念、老化と老化学説、高齢者の精神・身体機能

の低下、高齢者の病態と疾患の一般的特徴、高齢者によく見られる症候、老年病、高

齢者の栄養、高齢者薬物療法、老年医学的総合機能評価（CGA）、終末期医療と医療

倫理について講義する。 

なお、本大学病院において医師の実務経験を有する教員が授業を行う。 

タブレット端末を活用した双方向性型授業を実施する。

21 運動学習理論 2 1

リハビリテーション医療を実践するために，運動学習理論の理解は必要不可欠であ

る。本科目では、運動学習や運動制御に関わる神経メカニズムについて解説する。ま

た、運動学習の主要因子である動機づけ、転移性、行動変化、保持・応用について理

解し、効果的な練習方法を考えるための基礎を身につけられるよう授業を行う。な

お、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員が

授業を行う。 

タブレット端末を活用した双方向性型授業を実施する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。
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22 検査・測定論実習１ 2 1

検査・測定論実習1では、理学療法評価に必要な手技について、実技を通じて説明す

る。具体的には、医療面接、形態計測、関節可動域測定(ROM-T)、徒手筋力テスト

(MMT)において、OSCEも含めて実際に行う。 

タブレット端末等を用いた双方向授業を行うこともある。各章終了時は、技術の修得

状況を確認するために実技試験を行う。 

講義は、本大学病院リハビリテーション部などにおいて実務経験を有する理学療法士

が担当する。 

講義は対面で行う。新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施

する場合もある。 

 

23 検査・測定論実習２ 2 1

循環機能検査・呼吸機能検査・反射検査・知覚検査・筋緊張検査・バランス評価・片

麻痺運動機能検査・協調性検査・歩行分析・脳神経検査・高次脳機能検査・画像評価

（レントゲン,CT,MRI,超音波画像）について、オリエンテーションの方法や検査手

技、記録方法、各検査・測定結果の意味について実習を行う。 

実技試験を行い手技の修得度を確認する。一部、学生同士のディスカッションやプレ

ゼンテーションを含む。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員

が授業を行う。本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況

によって、一部遠隔授業で実施する場合もある。

24 理学療法評価演習 2 1

検査・測定論で習得した理学療法プロセスを理解し、各疾患の病態を理解した上でそ

の疾患に適した評価が実施できることが重要である。演習内では学生同士で患者役・

評価者役に分かれ、評価シュミレーションを行い、その内容をもとに理学療法プロセ

スについて段階的に講義を行う。なお、本大学病院リハビリテーション部において理

学療法士の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

25 義肢学 2 1

義肢はリハビリテーションに必要不可欠な治療手段である。様々な義肢が存在し、症

例の残存機能、生活様式、要望により選択されるものである。療法士は義肢を障害に

対抗するための有力な武器と認識して、詳しい知識を得る必要がある。切断と義肢に

ついて詳しく講義する。 

なお、本大学病院において医師の実務経験を有する教員が授業を行う。

26 装具学 2 1

装具とは、四肢・体幹の機能障害の軽減を目的として使用する補助具のことで、運動

器疾患や神経・筋疾患を中心に頻用されている。 

装具総論では、装具の歴史、分類、目的、装具処方から完成までの流れ、装具に使用

される材料について講義し、各論では装着部位分類に従って名称・構造・適応につい

て説明する。 

なお、本学大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教

員が授業を担当する。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。 

 



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

リハビリテーション学科 理学療法専攻

27 義肢・装具学実習 2 1

本実習では下肢装具の作製を通じて装具の作製過程や義肢装具士の役割について説明

する。また、作製した装具に関してグループワーク、プレゼンテーションを行い、装

具の構造、特性、適応について整理する。

義肢の構造について説明し、義肢に触れながら構造や特性を確認する。

装具や義肢の構造や取り扱い方、義足異常歩行とその原因についてグループワークを

行う。

装具の足継手の調整方法を説明し、体験する。

なお、本学大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教

員と、義肢装具作製企業において義肢装具作製の実務経験を有する教員が実習を担当

する。

本年度は対面授業を行う。

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

28 日常生活活動学 2 1

日常生活活動（以下、ADL）の総論を本講義では行う。ADLの概念や評価、ADL動作

の特徴理解、動作指導方法、代表的な福祉用具および介助法の基本を学び、臨床応用

させる知識を修得する。 

講義内容の理解度確認のため適宜小テストを実施する。本大学病院リハビリテーショ

ン部において実務経験を有する理学療法士が授業を担当する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

29 日常生活活動学実習 2 1

医学的リハビリテーションにおける代表疾患において、障害の有無が日常生活活動動

作に与える影響やその特徴を説明する。さらに、日常生活活動動作の改善に向けた補

助誘導方法や補助具の選定等について教示及びグループディスカッションを行い、疾

患別運動療法実践の糸口をつかむ。 

日常生活活動動作を可能にする車いす、杖などの福祉用具その他自助具につき、疾患

に適応した使用方法および指導方法を説明する。また、疾患に応じた住宅環境整備に

ついてグループディスカッションを行う。 

なお、本大学病院リハビリテーション部など複数の病院施設において理学療法士の実

務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

30 運動療法学 2 1

運動療法は、理学療法の最も大きな柱として位置づけられている。本講義では、関節

可動域運動や筋力増強運動をはじめとして、臨床で頻繁に用いられる運動療法につい

て、その基礎となる事柄とともに、治療の原則や基本的な方法を講義する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する理学療法士が授業

を担当する。 

本年度は対面授業を行う。タブレット端末等による双方向の授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

31 理学療法治療学１－中枢１ 2 1

脊髄を損傷した場合、その高位（髄節レベル）に応じた運動麻痺や感覚障害、自律神

経障害などが発生する。本講義では、脊髄の解剖学の知識を整理することから始め、

脊髄損傷の病態・障害像、急性期から回復期の理学療法評価・訓練について講義す

る。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する教員が授業を行

う。 

対面授業で実施する。新型コロナウイルス感染拡大状況によって、遠隔授業で実施す

る場合がある。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

リハビリテーション学科 理学療法専攻

32 理学療法治療学３－中枢３ 2 1

脳内で血管が詰まったり、破裂すると片麻痺を呈する。本講義では脳卒中片麻痺を中

心とした中枢神経障害の症状・理学療法の検査項・理学療法の対応方法について講義

する。さらにデモンストレーションや自身の身体を使って脳卒中片麻痺患者の動作の

困難性への理解を深める。 

なお、本大学リハビリテーション部において実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

33 理学療法治療学５－整形２ 2 1

代表的な整形外科疾患の病態と治療（保存と観血的）を再学習し、その整形外科的疾

患に対応する理学療法の考え方と、評価・治療の方法を理解し、具体的な治療プログ

ラムを立案できるように講義を行う。また、理解を深めるため、適宜演習を取り入れ

ながら進める。なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経

験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

34 理学療法治療学８－内部障害 2 1

内部障害リハビリテーションに必要な解剖、生理を講義する。 

代表的な内部障害疾患とその病態について講義する。 

疾患に応じたリハビリテーションプログラムについて説明する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する教員が授業を行

う。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

35 歩行再建学 2 1

歩行は、理学療法の主要対象となる日常生活能力である。 

本講義では、正常歩行の運動学的、運動力学的基礎、バイオメカニクス、異常歩行の

種類を学び、運動学習理論に基づいて歩行練習の方法や、練習を支援する装具やロ

ボットに関しても講義し、歩行再建に関する知識を網羅的に学修する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する理学療法士が授業

を担当する。 

本年度は対面授業を行う。タブレット端末等の活用により双方向の授業を実施する。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。

36 物理療法学実習 2 1

物理療法は理学療法において、運動療法とともに2大治療技術として広く行われている

治療法である。理学療法士には、各種物理療法のもつ物理的刺激による生理学的作用

の理解、ならびに物理療法機器を適切かつ安全に使用する技術が求められる。本科目

では、1年次に学習した物理療法学の基礎を復習しつつ、実際に臨床場面で使用される

頻度が高い物理療法を中心にその使用方法を身につけることを目的に実習を行う。な

お、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員が

授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部遠隔授業で実施する場合も

ある。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

リハビリテーション学科 理学療法専攻

37 客観的臨床能力演習２ 2 1

臨床上必要な知識・技術・態度（特に態度）について、講義内容に記された項目につ

いて講義・演習する。学生同士の小グループ（模擬患者役、療法士役、実施内容確認

役）に分かれ、各自に対し実技試験を実施する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において、理学療法士・作業療法士の実務経

験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

38 コンピュータープログラミング 3 1

工学、理学、医学をはじめとした幅広い専門的データ処理を行うためのプログラミン

グ言語である「MATLAB」を活用して、変数、配列インデックス付け、算術演算、

ループと条件付きステートメントなど、C言語やPythonなど様々なプログラミング?語

と共通した基本的構造について講義する。また、実践的なデータサイエンス教育とな

るよう、企業の各種活動支援ロボット（機器）及びその基礎データを用いて実社会か

ら得られた人間の行動データや生体信号についての比較を統計解析など行い、また、

これらの専門的解析を行うためのプログラミング技法（アップロード、信号処理、

データ可視化など）を習得することで企業への問題解決策を提案できる能力を習得す

る。 

 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。なお、本大学病院リハビリテーション部において実

務経験を有する理学療法士が授業を担当する。 

 

本科目は、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）における教育プログラムの一部を担う。

39 言語機能学 3 1

コミュニケーションをとること、食事をすることは、人間が生きて活動するために欠

かせない重要な機能である。本講義では、1.人だけが自由にことばを操るようになっ

た背景、2.ことばを生み出す解剖学的・生理学的メカニズム、3.ことばを含めたコミュ

ニケーションの機能、および摂食・嚥下のメカニズム、その発達、獲得、老化（減

退）について学習する。なお、本大学病院リハビリテーション部において言語聴覚士

の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

40 言語療法学 3 1

言語聴覚障害の特徴とその発生機序、症状の概要を学習する。 

コミュニケーション障害と摂食・嚥下障害を疑似体験することにより、目に見えない

障害である言語聴覚障害と摂食・嚥下障害に関して、障害によって生じる一次的問題

と付随して生じる二次的問題について理解する。また、介助者の疑似体験を通し、介

助者が抱える精神的、社会的問題についても同時に理解を深め、リハビリテーション

の目的とあり方について深く考える。なお、本大学病院リハビリテーション部におい

て言語聴覚士の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

41 言語病理学 3 1

理学療法、作業療法の対象となる方々の多くは、種々のコミュニケーション障害を合

併している。患者を全人的に理解しリハビリテーションを行っていくためには、これ

ら障害を理解し適切な対応をとることは必須である。本講義では、コミュニケーショ

ン障害を含む高次脳機能障害に関しての文献的研究とグループ討議により様々な側面

から分析し、深く考察する。なお、本大学病院リハビリテーション部において言語聴

覚士の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

リハビリテーション学科 理学療法専攻

42 地域リハビリテーション学 3 1

現代の社会背景とともに地域ケア・地域リハビリテーションに関わる諸制度を知り、

地域における虚弱高齢者や障害児・者に関する各制度上の理学療法士の役割および業

務内容を理解する。障害児・者が在宅生活を維持するための環境整備の考え方や対処

方法を理解する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部など複数の病院施設や居宅介護支援事業所や

地域包括支援センターにおいて理学療法士や介護支援専門員や社会福祉士の実務経験

を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

43 職業関連活動学 3 1

地域における理学療法士・作業療法士の役割も増え、障害を持ちながら就労を目指す

人たちへの役割も求められている。 

就労支援に関する理学療法士・作業療法士の役割を修得するため、職業リハビリテー

ションの概要、障害者雇用の現状、就労支援施設における現状、就労支援のあり方、

医療的援助におけるリハビリテーションの重要性や実施方法について講義する。ま

た、国家試験に出題される内容についても解説、講義する。 

なお、就労支援の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

44 理学療法研究概論 3 1

本科目では理学療法における研究の意義、具体的方法論、基本的統計概念とその分析

法について講義する。さらに論文抄読、データ処理、研究計画書作成を体験する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員

が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。 

本科目は、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）における教育プログラムの一部を担う。

45 臨床運動学 3 1

対象者の運動障害を運動学に基づいて評価し、正しく解釈することは、理学療法士に

とってとても大切な能力である。本科目では、運動、姿勢、動作にみられる異常を運

動学的に捉えるための考え方を示す。理解を深めるため、一部演習取り入れ、実際に

身体を動かしてもらいながら授業を進める。なお、本大学病院リハビリテーション部

において理学療法士の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

46 病態運動学 3 1

理学療法の対象となる中枢神経疾患や骨・関節疾患は、姿勢や運動障害との関連にお

いて様々な病態を呈する。病態運動学は運動学を基礎として、臨床的な視点から、運

動障害と能力低下に焦点を当てながら疾患別に病態の捉えかたを講義する。さらに、

理学療法における運動障害の評価や治療、、治療効果判定に応用する方法についても

講義する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員

が授業を行う。

47 表面解剖学 3 1

機能評価の手段として視診、触診の位置付けについて学ぶ。解剖学、運動学などで学

んだ身体の構造と機能を、皮膚の上から触れうる骨、筋肉、関節、靱帯、神経、血管

などの視診と触診（実技）を通して立体的に学習する。なお、大学病院リハビリテー

ション部において理学療法士の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。
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48 理学療法教育・管理学概論 3 1

理学療法士は国家資格であるため、専門的な知識・技術を有するだけでなく、国が定

めた制度の中で適切にその力を発揮する必要がある。また、所属する組織や地域の中

で他者と連携しながら業務を遂行する力が求められる。関係する諸制度を理解し、理

学療法士として業務を適切に管理しながら遂行するために必要な内容について講義す

る。なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する

教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

49 運動療法学実習 3 1

実習を通して運動療法学の理解を深め、臨床で必要とされる技術の習得ができるよう

にする。内容は、関節可動域運動、筋力増強、治療体操各種、ストレッチング、促通

手技等を行う。また、臨床上、重要となる態度面の習得（患者に対する話し方、接し

方、触れ方）などを学習する。さらに、ボディメカニクスに応じた理学療法士自身の

身体の使い方などを習得する。一部、学生同士のディスカッションやプレゼンテー

ションを含む。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験を有する教員

が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

50 理学療法治療学２－中枢２ 3 1

理学療法士には神経・筋疾患の病態と障害像を理解した上で適切な理学療法を実施で

きることが求められる。本科目では以下の疾患について病態、障害像、理学療法評

価、治療の進め方と留意点について知識を取得できることを目標に講義する。 

講義で扱う疾患：パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症、多発性硬化症、ギラン・バ

レー症候群、顔面神経麻痺、シャルコー・マリー・トゥース病、ポリオ、ポリオ後症

候群、多発性筋炎、皮膚筋炎、筋ジストロフィー、重症筋無力症、脊髄小脳変性症 

なお、本学大学病院リハビリテーション部において理学療法士の実務経験のある教員

が授業を担当する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

51 理学療法治療学６－スポーツ 3 1

本科目では、スポーツ損傷・外傷に対する理学療法の総論や、各スポーツ損傷・外傷

の発生要因、理学療法評価や治療内容について講義する。また、損傷・外傷予防や、

損傷・外傷の急性期に行うべき理学療法についても講義する。加えて、講義中に知識

の定着を目的に小テストなどを行う。さらに、タブレット端末等を用いた双方向授業

を行うこともある。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する理学療法士が授業

を担当する。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

52 理学療法治療学７－呼吸 3 1

代表的な呼吸器疾患とその病態について学習する。 

呼吸リハビリテーションに必要な解剖、生理、運動学を理解し、評価・検査の方法を

学習する。 

呼吸器疾患に対する運動療法とリスクを理解する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において実務経験を有する教員が授業を行

う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。
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53 客観的臨床能力演習３ 3 1

学生同士の小グループ（模擬患者役、療法士役、実施内容確認役）に分かれ、講義内

容に記された項目を通して臨床上必要な能力低下に対する介入および動作分析につい

て学習し、各自に対し試験（客観的臨床能力試験：OSCE）を実施する。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において、理学療法士・作業療法士の実務経

験を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

54 地域理学療法学 3 1

医学モデルから生活モデルへの転換を含めて、理学療法士は医療機関以外に実生活の

場で対象者支援を行うために必要な基本的知識を修得する。地域包括ケアシステムが

展開されている現在、理学療法の領域の拡がりを見据えて、介護予防、健康増進、災

害支援、終末期ケアなどの医療機関以外での多くの活動についても理解する。なお、

本大学病院リハビリテーション部において、理学療法士の実務経験を有する教員が授

業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

55 臨床研究 4 2

担当教員の指導下、班別の研究活動を行う。具体的には各学生、グループがテーマを

決め、学生自ら実験の計画、データ収集、分析ならびに発表を行う。最終的には卒業

論文としてまとめる。 

なお、本大学病院リハビリテーション部において理学療法士・作業療法士の実務経験

を有する教員が授業を行う。 

本年度は対面授業を行う。しかし、新型コロナウイルス感染拡大状況によって、一部

遠隔授業で実施する場合もある。

56 地域リハビリテーション学実習 4 1

臨地実習での経験を通して、臨床実習指導者の指導・監督のもと、地域包括ケアシス

テムにおける理学療法士の役割を理解し、地域包括ケアシステムに関与する関連専門

職の役割を理解する。なお、一部は本大学病院リハビリテーション部において理学療

法士の実務経験を有する教員が授業を行う。

57 理学療法学特論 4 1

　理学療法士の職域全体における疾患の多彩な障害像を把握し、現状の理学療法で行

われている評価法、治療法について講義する。臨床思考過程における、評価結果から

のICFを用いた生活および個人の全体像の把握を行い、問題点の抽出をする。さらに理

学療法介入へ思考を進めるための講義をする。講義対象範囲は国家試験問題の内容に

沿って実施し、国家試験に必要な知識の定着を目指す。なお、本大学病院リハビリ

テーション部にて理学療法士の実務経験を有する教員が授業を行う。本年度は遠隔授

業を行う。


